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第 39 回 ステレオ写真と鏡 （3） 1 枚ミラーと 2 枚ミラー 

 

度々の説明になりますが，ステレオ写真には大変長い歴史があります。

図 1 は，1856 年に出版された著名なステレオ写真の歴史の本１）です。

ステレオ画について議論されたのは 1838 年なので，18 年の経過の歴史

についての厚い本が出版されたことになります。私は 1971 年に出版さ

れた復刻版（コダック社のイーストマンハウスより）を入手したのです

が，現在はネット上で全文を読むことができます。この本には多数の図

版が掲載されていて，いろいろな光学構成のステレオビューアを見るこ

とができます。図 2 は，109 ページの Fig.29 で，ミラーを 1 枚使用し

たビューアです。紙の上には同じ図形が左右に並べて描かれています。

これについて現代の批判的な解説も見られるので，私見を述べさせてい

ただきます。ステレオ画が描かれ始めた時代，簡単な描画で効果的な立

体像を得る試みが盛んに行われています。外側の円に対し中心を横に移

動した小さな円を描き，一方が左右反転し

た像として立体視すると，小さな円は手前

あるいは奥に見えることになります。ここ

では同じ印刷物を 2 枚並べることで，別々

に描くよりも確実な立体像が得られると考

えたのだと思われます。ミラーが表面鏡で

あることがはっきり分かる図となってい

ます。 
1 枚ミラーを取り扱っている時に，立体

物をステレオ写真に撮影する方法を思い付

くのは容易と思います。図 3 は，ネット上

で見つけることが出来る撮影光学系です。

詳しい説明は不要と思いますが，その後の

多くのステレオビューアでの技術課題・し

かけがこの光学系で出現しています。 
図 4 は，ステレオビューアやアナグリフ印刷・映写で発生する台形歪（キーストン歪）の模式図で

す。単純化するため，左（L）画像を長方形としています。図 3 で，右側の撮影光路は左側よりも長

く，また物体に対し角度を付けた方向から見る光学系になっています。この結果，右側の像は撮影倍

率が小さくなり長方形の物体は台形になります。紙の上で考えると「こんな左右非対称な表示像は使

い物にならない」と考えがちですが，それは早計です。左右の視野に表示された像の倍率許容範囲は
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図 1  1856 年出版の本 

の復刻版 

 
図 2  1 枚ミラーのステ

レオビューア 

 
図 3  1 枚ミラーによる 

ステレオ写真撮影 
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±5％という数値がランダムドット・ステレオグラムの実験結

果にあり参考になります。また中心から外れた部分では，注

視点が左右眼で一致すれば問題があまり起こっていない様で

す。左右の眼球は筋肉で動かされ回転するのですが，上下方

向も左右同様ある程度違う角度に動かすことができます。図

4 では右画像を左右反転して表示しています。 
続けてミラーが 2 枚の例をご紹介します。図 5 は，2 枚の

表面鏡をわずかな角度を付けて配置し同一の物体を左右方向

から撮影しています。この撮影法は，高速度撮影を行う際な

ど，同一画面に左右像を撮影できる利点があります。また，

映画スターなどを撮影した商業写真で，特にステレオ写真の効

果を意図せず撮影され結果，平行法で立体視できることとなっ

た作例もあります。 
図 6 は，2 枚のミラーの一方をハーフミラーとした撮影光学

系２）です。光軸に沿った光路を進む光束は赤フィルター，ハー

フミラーを透過して撮影レンズに入射します。一方，光軸に対

して少し左向きの角度で入射する光束はシアンフィルターを透

過した後，表面鏡で反射した後にハーフミラーで反射されて撮

影レンズに入射します。この光学系でも，図４と同一の台形歪

が生じています。赤－シアンフィルターの 3D メガネを通して

観賞されるカラーアナグリフ写真が直接撮影できる設計です。

1939 年に米国で特許出願されていますが，製品化は確認してい

ません。通常のカメラにアダプターとして使用してステレオ写

真が撮影できる，面白い光学装置と思いますが直接アナグリフ

カラー写真を作る原理的な問題は避けようがありません。たと

えば赤信号を撮影するとシアンフィルター側では黒くなってし

まいステレオ画像として立体視ができません。また左右像の輝

度差から視野闘争がいろいろな色で生じてしまいます。 
後日，ビデオカメラ用として色フィルターを液晶シャッター

に変え，時分割方式のステレオ撮影を行うアダプターが発売さ

れました。一方のシャッターが 1/60 秒開き，次に他方のシャッ

ターが 1/60 秒開くしかけです。詳しい技術情報が未入手です

が，機会があれば取り上げたいと思います。 
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図 6  アナグリフステレオ写真 

直接撮影光学装置２） 

 
図 4  台形歪の模式図 

 
図 5  2 枚ミラーの撮影光学系 

https://archive.org/details/stereoscopeitshi00brewrich

